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 酪農試験場において、令和２年度にとりまとめた研究成果の要約を掲載しました。酪農の

生産・普及・行政の現場でご利用下さい。 

 なお、例年行っております酪農試公開デー、酪農試験場フォーラムは、新型コロナウイル

ス感染症の拡大防止のため中止としましたので申し添えます。 
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  詳しい情報や内容に関するお問い合わせは、各担当者にお寄せ下さい。この資料中の成果名は要約

版です。お問い合わせ・検索にはカッコ書きした（課題名）をご利用下さい。これまでの研究成果に

ついては、インターネットで情報を提供しています。併せてご活用下さい。 

◆酪農試験場（http://www.agri.hro.or.jp/konsen/konsen1.html）から「研究成果」を選択 

◆農業技術情報広場（http://www.hro.or.jp/list/agricultural/center/index.html）から「研究成

果」を選択 

   


